
大学生や高校生による
不登校児童生徒へのオンラインでの支援活動
～オンラインでの新しい場所の創出～

For Everyone Study(=略してFES)

代表兼コーディネーター 植竹智央



自己紹介

石岡市災害救援ボランティアチーム 入会（平成23年4月～平成30年5月休会）
茨城県BBS連盟 石岡地区設立・入会 （平成24年6月～）
石岡市ボランティア連絡協議会 会員 （平成26年11月～平成30年5月）
茨城県南生涯学習センター エンジョイホリディ ボランティア（平成24年11

月～平成29年3月）
日本マネジメント協会 マネジメント検定（旧経営学検定上級） 最年少合格

者 （平成28年3月）
合同会社J-doc company 所属 コーディネーター（平成28年4月～）
有限会社ハラダ板金 業務委託 広報担当（平成28年4月～）
NPO法人まちづくり市民会議 困窮家庭児童生徒への学習支援事業 学習指導

員（平成28年8月～）
若山行政書士事務所 補助員（平成29年4月～12月）
Studio Oz English schoolスタッフ （平成30年3月～）
第4回内閣府青年リーダー研修会 参加青年・茨城県より推薦（平成30年1月）
第40回日本中国青年親善交流事業 参加青年（平成30年10月～11月）
NPOマネジメントフォーラム2019 参加青年 （平成31年2月）
石岡市まちづくり推進委員会 副委員長（令和元年9月～令和3年8月末）
個人事業主・ワークショップアーティスト 設立（令和2年1月～）
茨城県青少年健全育成審議会 委員 （令和2年7月～）
For Everyone Study 設立 代表 （令和2年8月～）
株式会社IRODORI 所属 （令和4年6月から予定）



自己紹介

マサチューセッツ工科大学(MIT)が提供している、Android対応アプリ

ケーションソフトウェアを開発するソフトウェアのコンテスト



自己紹介

コンテストの成人部門で優秀賞も受賞しました



自己紹介

NPO等の伴走支援会社合同会社 J₋doc

建設会社の社長秘書

舞台イベントの
音響、照明、舞台コーディネート

PCやスマートフォンの出張講座

ワークショップの講師（自分）

For Everyone Study 代表

学校＆教育Updateグループ 副管理人

行政関係の講師の会社 IRODORI

石岡幼稚園学童ボランティ
アコーディネーター

石岡市のPTA連絡協議会ICT支援員

市内中学校の心の相談員

業務委託

給与扱い

報酬

ボランティア活動

茨城県青少年健全育成審議会
委員

茨城県青少年育成協会 理事

審議会関係

石岡市総合計画審議会 委員

罪を犯した子供たちに社会復帰の

ボランティア活動(BBS会)

関東地方BBS連盟 副会長
茨城県BBS連盟 会長
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罪を犯した子供たちに社会復帰の
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関東地方BBS連盟 副会長
茨城県BBS連盟 会長
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茨城県青少年健全育成審議会
委員

茨城県青少年育成協会 理事

審議会関係

石岡市総合計画審議会 委員

若者のボランティアコーディネート

学校であぶれた子を地域で拾う

ICTで困っている人のサポート

若者の地域参画



私たちが活動の対象にしている人達

不登校などの学校が苦手な子どもたち（19人）
インターナショナルスクールの子どもたち（1人）

※これまでの46人の小学1年生～高校3年生を支援



子どもに関する仕事を志すボランティアをしたい大学生（31人）
不登校経験のある高校生（2人）
こうした学生たちを支えたい社会人（9人）

私たちが一緒に活動をしている人達



私たちが解決したい社会課題

青少年の社会的な孤独・孤立の防止

ボランティアをしたい大学生たちの活動の場の創出



私たちが実践している活動

1対1の活動
(個別サポート事業)

学習支援
コミュニケーショ
ン活動

オンライン
ゲーム交流会

不登校関係者
情報交換会

共同研究



私たちが実践している活動

①1対1での個別サポート事業（学習支援活動）

1対1でZoomをつなぎ、週に1回1時間オンライン教材や児童生
徒の学習教材を活用し、学習をする。
斜めの関係性を築き児童生徒が学習の習慣の定着や学習への苦
手意識の解消/自己肯定感の醸成が目標



私たちが実践している活動

①1対1での個別サポート事業（学習支援活動）



学習支援の工夫や使用されているツール等について

ネットレ 工夫していること

・画面を観るため、対面の塾など
と違って、視点が集中しやすいの
ではないか？
・LINEグループに保護者から活動
の際に行う学習教材等を写真で
送ってもらう
→それを基に学生がホワイトボー
ドで説明していく



私たちが実践している活動

②1対1での個別サポート事業（コミュニケーション活動）

1対1でZoomをつなぎ、週に1回1時間、大学生や不登校経験
のある高校生が子どもたちと一緒に話やゲームをする。
家族以外の人とコミュニケーションを取る機会を創り、他者
に慣れるようにして、斜めの関係性を創出しようとしている。



私たちが実践している活動

①②1対1での個別サポート事業での連絡体制

〇連絡用LINEグループ
・児童生徒の保護者
・担当の学生
・FESの公式
・児童生徒本人(LINEを持ってる場合)

〇連絡内容
・リマインド、日程調整、相談など



私たちが実践している活動

③不登校関係者情報交換会

2か月に1回、平日の20時～21時半開催。
スタッフ、保護者や先生たちが交流
→違う立場の人で意見交換



私たちが実践している活動

④オンラインゲーム交流会

安心できる環境（自宅など）で他者
と交流できる。
→最近は学生が中心に「ラウンジ」
というゲームを実施

☆メタバースの活用
・顔を出すのが恥ずかしい子とつ
ながる機会を創ろうとしました



不登校児童生徒

不登校児童生徒

メタバース空間

不登校児童生徒

フリースクール

不登校児童生徒

高校・大学

企業

就労支援施設

適用指導教室

小学校・中学校

？

この活動を行ったことで
自分が関わった先にどれだけ多
くの進路選択の幅を残せるか？



文
字
の
み

音
声
の
み

関わった子どもたちが「人により関わりたい」
と思えるようにするために（理念）

子どもたちにとっての学校・家庭以外のオンラインに
よる居心地のいい場所の提供（存在意義）

※不登校の子たちの学校への登校刺激をするものではない。



困惑期
不安期

受容期保護者
視点

児童視点

・児童の特性
・家族の心理状態
・親の交友関係
・外部情報
・親の経済状況

リスク要因
・親のかかわり方
・先生のかかわり方
・第3の居場所
・セルフコントロール

回復要因

１・２

行き渋り期 不登校初期・本格期
不登校中期
＝回復期

復帰期

①オンライン学習支援 ②コミュニケーション活動
③不登校関係者情報交換会 ④オンラインゲーム交流会

２・４

３

依存期



最初の3回は無料

料金：1,200円（後払い）
対象：活動が終わったけど再
度担当のスタッフと話してみ
たいなど回数チケット× 4枚 4,500円

回数チケット× 6枚 6,000円
回数チケット× 12枚 10,000円

今後の運営するための利用者さんへの料金表

基本料金

共通
連絡調整・コーディネート業務分
オンライン座談会

オプション

＋



共同研究（ポスター発表）

常磐大学：島田茂樹准教授
〇スタッフの育成プログラム(日本行動分析学会：2021年9月寄稿)
〇活動を受けての子どもたちの変化（日本行動分析学会：2022年9月寄稿）

郡山女子大学：宇治和子准教授
〇オンライン学習支援の社会心理学的な効果(日本精神衛生学会：2021年12月寄稿)

秋田看護福祉大学：山田克宏助教
〇不登校児童生徒へのオンライン学習支援の在り方（日本福祉図書文献学会：2022年8
月寄稿）

宇都宮大学：長谷川真由美教授（子ども環境学会：2022年7月寄稿）
○大学生や高校生による不登校児童生徒へのオンラインでの1対1の支援活動



活動しながら、共同研究している理由

多角的な視点から意見をもらう

活動の過程や効果を整理・発信し、再現性を高める

青少年の課題に取り組もうと考えている人たちが

（ひきこもりや障がい者の支援など）

「善い」活動を「良い」活動のままで終わらせない



「自分たちだけ」が不登校支援をしたいわけではなく、

「日本で孤独・孤立を感じている子どもたち」が、

もっと人に関わりたいと思えるようにするために（理念）

学校や家庭以外のオンラインでの居心地のいい居場所を得
てもらうため（存在意義）

に活動しています。



FESの活動による社会的インパクト

・子どもに関わる仕事を目指す大学生の視野の拡充・スキルアップ

・元当事者の活躍できる場の創出

・不登校児童生徒を持つ保護者や先生同士の相互理解の場の創出

☆活動を受けている不登校児童生徒が・・・
自信の回復
再度登校・放課後登校・適用指導教室登校（令和4年5月：5人/13人）

・スタッフの大学生がFESの活動をテーマに卒業論文を執筆



いばらきチャレンジアワード後の活動



レンタルPCの貸出事業
支援を受けている子でPCを持っていない

家庭へのPCの貸出



活動のサポート料をFor Everyone Studyに入金してもらう際に
追加で10,000円入金。PCの購入額分の支払いがあった場合には、
その家庭に直接お渡しする形を計画。

どのPCを購入したらいいのかわからない

保護者

代わりにスペックに見合うPCを購入して、貸し出し

活動後そのままお渡しするため、
その家庭で好きなソフトを入れ使いやすいようにしている



対面活動派遣事業
支援を受けている子のところに大学生が会いに行く



活動を受けている子のところに学生が会いに行くことで、
「もっと人に関わってみたいと思う気持ちを促進できないか」
という考えのもと実行中

対面で会うことでどんな気持ちの変化があるのかを
現在、共同研究の一つでまとめて、学会発表する予定



もらっていた質問に関して

不登校の背景にはどんな原因が多いのか

子どもは自分の行動の理由を言語化することが難しいため、
原因を探るのは難しい

しいて言えば、
担任の先生との関係性、
学校のリズムに合わないこと、
友人関係
保護者と学校との関係性


